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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年３月２３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２８年８月３日 １６時００分ごろ～４日 １４時３９分

ごろの間） 

発生場所 沖縄県うるま市勝連
かつれん

埼南西方沖 

 平曽根灯台から真方位２５２°１,１３０ｍ付近 

 （概位 北緯２６°１５.６′ 東経１２７°５２.４′） 

事故の概要 漁船エリ丸は、潜水漁に従事中、船長が死亡した。 

事故調査の経過 平成２８年８月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため行わな

かった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 エリ丸、２.５トン 

 ＯＮ３－１６４０６（漁船登録番号）、個人所有 

 ８.１９ｍ（Lr）×２.２５ｍ×０.８６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数４５、昭和５８年１２月４日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６７歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成元年２月１日 

  免許証交付日 平成２８年５月１７日 

         （平成３３年５月１６日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象  

 

気象：天気 曇り、風向 東北東～北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、水温 約３０℃ 

事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、平成２８年８月３日１６時００分

ごろ、操業の目的で漁場に向けて同じ漁業協同組合に所属する同業者

（以下「本件同業者」という。）に見送られ、うるま市南原
みなみはら

漁港を出

港した。 

本件同業者は、本船が、ふだん出港した翌日の正午ごろまでには帰

港していたものの、４日の正午を過ぎても戻っていないので、海上保

安庁に通報して僚船の船長が捜索に向かった。 
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本船は、１４時３９分ごろ、勝連埼南西方沖で錨泊している状態で

海上保安庁のヘリコプタにより発見された。 

船長は、本船が発見された直後に海上保安庁の潜水士により本船付

近の海中で発見され、海上保安庁の特殊警備救難艇で沖縄県沖縄市

中城
なかぐすく

湾港新港地区に運ばれ、救急隊により死亡が確認された。 

船長の死因は、溺死と検案された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 船長は、フーカー（送気式）潜水と称する潜水器を用いてもり
．．

で漁

獲を行っていた。 

本船は、後部甲板に設置されたガソリン機関で駆動する空気圧縮機

から圧縮空気が、空気槽、空気清浄装置及び送気ホースを経由して末

端に接続されたレギュレータ付きマスクを介して潜水者に送気され、

空気圧縮機と空気槽の間及び空気槽と空気清浄器の間は、送気ホース

によって接続されていた。 

海上保安庁の情報によれば、発見時、船長は、潜水漁を行うときに

使用するレギュレータ付きマスク、フード、ウエットスーツ及び長靴

を着用して端にウエイトが付いたロープを腰に巻いていた。また、本

船は、空気圧縮機に接続されていた送気ホース（以下「本件送気ホー

ス」という。）が外れており、空気槽に圧縮空気が溜
た

まっていなかっ

た。 

海図Ｗ２２８Ｂ（中城湾）によれば、発見場所付近は、水深約１５

ｍで東側に平
ひら

曽根
そ ね

がある。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 船長は、溺死した。 

本船は、８月３日１６時００分ごろ南原漁港を出港し、勝連埼南西

方沖で錨泊して潜水漁に従事中、４日１４時３９分ごろ船長が海中で

発見されたことから、この間において、船長が溺死したものと考えら

れる。 

船長は、本件送気ホースが外れて送気が途絶え、溺死した可能性が

あると考えられるが、溺死に至った状況を明らかにすることはできな

かった。 

原因  本事故は、本船が、勝連埼南西方沖で錨泊して潜水漁に従事中、船

長が溺死したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・潜水器は定期的に点検及び整備を行うこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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